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PRESS RELEASE 

2023 年 3 ⽉ 30 ⽇ 

BSIグループジャパン株式会社 

⼤和ハウス⼯業株式会社 

 

BSIグループジャパン（英国規格協会） 

ISO 19650-5 に基づいた「BIM BSI Security Kitemark（カイトマーク）」を

⼤和ハウス⼯業に追加認証 
 

BSI グループジャパン株式会社（所在地︓横浜市⻄区みなとみらい、代表取締役社⻑︓漆原 将樹、以下「BSI ジャパ

ン」）は、⼤和ハウス⼯業株式会社（所在地︓⼤阪市北区梅⽥、代表取締役社⻑︓芳井 敬⼀、以下「⼤和ハウス⼯

業」）に対し、情報セキュリティに関する項⽬となる ISO 19650-5※1 に基づいた 「BIM BSI Security Kitemark」 を追加認

証しました。（認証登録⽇︓2023 年 3 ⽉ 1 ⽇） 
 

BSI ジャパンでは、BSI Kitemark 認証および検証サービスの提供により、お客さまの BIM 成熟度を証明するサービスを展

開しています。 

⼤和ハウス⼯業は、2017 年より全社で BIM※2 に取り組んでおりますが、2021 年 2 ⽉に、建設業界におけるデジタル化の

促進を加速化するため、⽇本初となる ISO 19650-1 および ISO 19650-2 を取得。商業施設や事業施設の設計部⾨にお

いては、2021 年 3 ⽉に完全 BIM に移⾏しました。そしてこのたび、情報セキュリティへのリスク対応を強化するため、新たに

ISO 19650-5 を追加で取得しました。 
 

●参考︓2021 年 2 ⽉ 25 ⽇に発信したニュースリリース 
https://www.daiwahouse.com/about/release/house/20210225091947.html 

 
■ISO 19650-5 に基づいた「BIM BSI Security Kitemark」について 

情報マネジメントに対するセキュリティ志向のアプローチで、セキュリティに配慮した BIM やデジタル建設環境および BIM 連携

による資産管理の国際規格です。これは、建設時や運⽤時などに起こりうる情報セキュリティに関するリスクへの対応を定め、

想定される問題を未然に防ぐためのものです。情報が多く集まる BIM 情報マネジメントプロセスにおいて、セキュリティ対策は⾮

常に重要で、設計および建設プロジェクトから維持管理に⾄るまで、確⽴されたプロセスを使って情報を保護します。 
 

ISO 19650 に関する詳細は BSI ジャパンの web サイトをご覧ください。 

https://www.bsigroup.com/ja-JP/Building-Information-Modelling-BIM-ISO19650/ 
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※1︓ISO 19650 は、BIM を含む、建築および⼟⽊⼯事に関する情報の統合およびデジタル化に関する規程。 

ISO 19650-1:2018 は、BIM を使⽤した情報マネジメント︓概念及び原則 
ISO 19650-2:2018 は、BIM を使⽤した情報マネジメント︓資産のデリバリーフェーズ 
ISO 19650-3:2020 は、BIM を使⽤した情報マネジメント︓資産の運⽤フェーズ 
ISO 19650-5:2020 は、BIM を使⽤した情報マネジメント︓情報マネジメントへのセキュリティを意識したアプローチ 

※2︓ビルディングインフォメーションモデリングの略。デジタルモデリングを使⽤して、初期設計から建設、保守、最終的に廃棄に

⾄るまで、建設資産のライフサイクル全体にわたる情報管理の仕組み。 

 

■⼤和ハウス⼯業のコメント 

当社は 2021 年に ISO 19650-1 および ISO 19650-2 に基づいた 「設計と建設のための BIM BSI Kitemark」を取得し、

その後、実際のプロジェクトへの適⽤を⾏いながら社内の BIM 体制を改善してきました。 

このたび、ISO 19650-1 および ISO 19650-2 の継続認証に加え、ISO 19650-5 に基づいた「BIM BSI Security 

Kitemark」を追加取得したことで、当社の BIM プロセス管理およびセキュリティ体制が世界標準レベルにあることを確認し、当

社のデジタル戦略が正しい⽅向へ進んでいることが⽴証できました。今回の認証取得で得た新たな知⾒や改善点を今後も反

映することで、更に盤⽯な BIM 体制を構築していきます。 

 

－構築による成果、⼯夫、苦労した点 

取得にあたり、当社が以前から制定している情報管理規定や、協⼒企業と締結する BIM 利⽤規約などの既存ルールを整

理し、ISO 19650-5 に準拠していることを⽰す中で、社内でも多くの解釈や議論が⽣まれました。情報の取り扱いに対する新

たな考え⽅や⼿法が発⾒でき、今回の認証取得により当社の BIM セキュリティ体制が盤⽯であることが確認できたとともに、さ

らなる改善につながることが分かりました。 

 

－追加で認証取得を決めた⽬的 

当社は、「⼈・街・暮らしの価値共創グループ」として、お客さまをはじめとしたステークホルダーや社会に信頼される企業であり

続けるため、当社が保有する企業秘密・個⼈情報などの情報を保護・管理し、適切に活⽤することが重要であると認識してい

ます。ISO 19650-5 では BIM モデルや CDE(共通データ環境)へ情報を集約することにより発⽣するリスク等、様々なリスクに

対するセキュリティ対策とマネジメント計画を定めることとなっており、当社が進める BIM セキュリティ体制と合致しているか確認

するため認証取得を決めました。 

 

－認証機関に BSI を選んでいただいた理由、また審査の感想 

BSI は⽇本で唯⼀の ISO 19650 認証機関であり、理解を深めるための研修を開催していただく等、サポート体制が整って

います。また、公正に審査していただいたと同時に、⼤変参考になる改善の機会となりました。 
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■BSI（英国規格協会）と BSI グループジャパン株式会社について 

BSI（British Standards Institution︓英国規格協会）は、1901 年の設⽴以来、世界初の国家規格協会とし

て、また、ISO の設⽴メンバーとして活動する規格策定のプロフェッショナルです。現在、193 カ国で 84,000 組織以上のお客

様の活動に貢献しています。BSI グループジャパンは、1999 年に設⽴された BSI の⽇本法⼈です。マネジメントシステム、情

報セキュリティサービス、医療機器の認証サービス、製品試験・製品認証サービスおよびトレーニングコースの提供をメインとし、

規格開発のサポートを含め規格に関する幅広いサービスを提供しています。 

URL︓https://www.bsigroup.com/ja-JP/ 
 

■⼤和ハウス⼯業株式会社について 

 ⼤和ハウス⼯業は 1955 年、「建築の⼯業化」を企業理念に創業して以来、当社は⼀貫して“多くの⼈の役に⽴ち、喜んで

いただける商品開発やサービスの提供”に努め、世の中に必要とされる企業であることをすべての起点としてきました。これまで、

⼾建住宅をコア事業に、賃貸住宅、分譲マンション、商業施設、事業施設（物流施設、医療・介護施設等）など幅広い事

業領域で活動しております。 

URL︓ https://www.daiwahouse.co.jp/index.html 
 

 

【認証式の様⼦】 

左側︓BSI グループジャパン株式会社 代表取締役社⻑ 漆原 将樹 

右側︓⼤和ハウス⼯業株式会社    執⾏役員       ⼋⽥ 哲男 
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■お問い合わせ先 
BSI グループジャパン株式会社（英国規格協会）  
Business Development & Marketing 
〒220-0012 神奈川県横浜市⻄区みなとみらい 3-7-1 OCEAN GATE MINATO MIRAI 3 階 
電話番号：045-414-3021 
Email：Japan.Marketing@bsigroup.com 
 

⼤和ハウス⼯業株式会社 広報企画部 東京広報グループ 
東京都千代⽥区飯⽥橋 3-13-1 
電話番号：03-5214-2112 
Email：m799378@daiwahouse.jp 


